
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高校３年間での成長は大きい。だから生徒に求めることも先生方の対応も、２年生に

相応しいレベルに上げて、大人に近い対応をします。第１号では、①しっかり授業を受

ける、②決まりを守る、ということを太字にして強調したけれど、実はそんな心構えは、

レベルの低い当たり前のことです。生活も心身も一段高いものにする、そんな１年にし

てもらいたい。そこで、昨年の「振り返り」と、この１年の過ごし方を考えます。 

 

１ この学年の「最高目標」を振り返る 
 この学年の最高目標は、かなり定着しているようですが、 

「人の陰口・悪口を言わない」「人の嫌がることをしない」でした。 

だから「人の言ってほしいことを言ってあげる」「人のやってほしいことをやってあげ

る」を実行する、大体の人はわかってくれているようです。商業の基本です。問題はそ

れが実行できているかということです。 

 昨年一年は対面で顔を合わせているとできるのに、ＳＮＳになると全く無視して平気

で悪口を書き込み、大きなトラブルになってしまったことが、多々ありました。文字と

して残るＳＮＳなのに、なぜだろうか、不思議でならない…。 

 あるいは、学校や部活を「体調不良」などと言って休み、ＳＮＳで遊んでいる様子を

上げるというありえない行動に、周りを怒らせていることに気づかないということもあ

りました。さらには、やってはいけないことをやって、それを自慢げに周りに話して、

実は反感を買っていたということもあったな。子どもすぎるというか、周りが見えてい

ないというか。こんなレベルの低いことは卒業して、大人になりましょう…。 

 ↓↓ ここで、この一年の目標を手帳に記入 ↓↓ 

「その言動は、本当に他の人が求めていることか？」「ただの自己満足じゃないか？」 

 言ってほしいことを言ってあげているつもり、してほしいことをしてあげているつも

りが、実は全くの迷惑だった、ということでは意味がないし、商業の目標は達成できな

いです。自分をしっかり見つめる１年にしましょう。 

２ 「経済」「商業」の意味を振り返る 
 経済 → 「生産・流通・消費」の一連の流れ 
 商業 → 「生産と消費の橋渡しをして利益を得る」 

商業高校生ならば、必ず覚えておかなければならない言葉と意味です。 

 自分が利益を得るということは、利益を与える相手がいるということです。果たして
自分に利益を与えようと相手に思わせることができているか、この１年はそんなことを
考えながら過ごしてもらいたいです。トラブル・もめ事がたくさん起きるということは、
それが出来ていないということに他ならないです。 
 そこで「政治」という言葉が関わってきます。３年生では「政治経済」という科目が
あるけれど、それについてはいずれまた。 

３ 東商に入った理由を振り返る 
 これは人それぞれだから、ここに書きようがありません。ただ、少なからず「商業高
校だから」という理由もあるはずです。東商でしか学べないことは何だったのか、なぜ
普通科の高校ではなかったのか、それを振り返ること。 

アルバイトするために東商に来たのか？遊びまくるために東商に来たのか？だとした
ら、家のご近所の普通高校でもよかった訳で。 
 もう一度東商に来た理由を思い出し、それに見合った過ごし方を、この１年していき
ましょう。 

４ 新年度の諸連絡とお願い 
① 貴重品管理の徹底 

  →選択授業も始まり、他のクラスの生徒が教室に出入りします。それを狙っている
   人がいます。預けずに「なくなりました」はどうしようもありません。 
② 引き続き昼休みの黙食徹底 

  →食べながらマスクなしで話しているのを、嫌がっている人もいます。 

③ 職員室入室の際は 
  →クラスと名前を名乗って中に入ってきてかまいません。考査で入室禁止の際は、
   見えるところまで入り、大きな声で呼ぶこと。見えないところで立っているだけ
   では先生方も困ります。 
④ 教室掃除をしっかりと 

  →掃除最優先。部活動はそのあと。掃除中は教室で着替えないこと。 

⑤ 写真撮影にご協力を 
  →学校ホームページなどに乗せる写真をたびたび取れればと思うのでご協力をお
   願いします。 

 
最後に。商業高校である以上、特に他人との関わりを大切にしていきます。裏面の２年
生「日常生活のルールとマナー」をしっかり読んで、自分とほかの仲間たちが心地よく
過ごすことの出来るスタートを切りましょう！ 

２学年通信 

真行草２ 
「しん・ぎょう・そう」…書道から発した日本の芸道で説かれる言葉 

   真：真書（楷書） 型を確実に身につける（１年生） 

   行：行書 身についた形に自分なりのアレンジを加える（２年生） 

   草：草書 真や行をもとに自分のオリジナルを創造する（３年生） 

第２号 
令和４年４月１２日発行 

 

文責：学年主任 

水 嶋 貴 広 


